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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

 

２
０
１
７
年
１
月
21
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
30
分

会
場　

 

千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
７
階
会
議

室
（『
千
里
中
央
』
駅
北
出
口
か
ら
す
ぐ
）

講
師　

大
森
一
弘
氏
（
岡
山
大
学
病
院
歯
周
科
講
師
）

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

50
人

医
科
と
上
手
に
お
付
き
合
い
し
ま
し
ょ
う
！
―
歯
周

医
学
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
Ｓ
Ｐ
Ｔ
患
者
を
増
や
す
―

北
大
阪
地
区
講
習
会

日
時　

 

２
０
１
７
年
１
月
29
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
０
時
30
分　
　

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

定
員　

15
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で

講
師　

臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

 

会
員
院
所
歯
科
衛
生
士
５
千
円

「
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
よ
り
よ
い
ス
ケ
ー

リ
ン
グ
の
た
め
に

日
時　

２
０
１
７
年
１
月
22
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

北
村
清
一
郎
氏
（
森
之
宮
医
療
大
学
保
健
医
療
学
部

理
学
療
法
学
科
教
授
、
徳
島
大
学
名
誉
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

歯
科
臨
床
に
役
立
つ
口
腔
解
剖
の
知
識
―
義
歯
・
手

術
・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
中
心
に

１
月
度
生
涯
研
修

日
時　

２
０
１
７
年
２
月
19
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

井
川
雅
子
氏
（
静
岡
市
立
清
水
病
院
口
腔
外
科
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

原
因
不
明
の
歯
痛
・
顔
面
痛
を
ど
う
診
断
す
る
か
〜

レ
ン
ト
ゲ
ン
で
異
常
が
な
い
の
に
な
ぜ
歯
に
痛
み
を

訴
え
る
の
か
？

２
月
度
生
涯
研
修

日
時　

２
０
１
７
年
１
月
21
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
６
時

会
場　

と
み
も
と
歯
科
（
大
阪
市
港
区
）

講
師　

臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
５
千
円

定
員　

16
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で

「
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
の
バ
キ
ュ
ー
ム
テ
ク
ニ
ッ

ク
」
基
礎
編

日
時　

２
０
１
７
年
２
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
無
料
（
会
員
限
定
）

持
参
物　

 

『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
テ
キ
ス
ト
』

（
２
０
１
３
年
８
月
版
）

新
規
開
業
医
講
習
会
「
新
規
個
別
指
導
対
策
編
」

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
話

題
を
集
め
る
戦
国
武
将
・
真

田
幸
村
ゆ
か
り
の
大
阪
城
の

歴
史
を
学
ぼ
う
と
、
大
阪
市

北
部
、
同
東
部
、
同
南
部
地

区
は
11
月
３
日
、
元
大
阪
城

天
守
閣
館
長
の
渡
辺
武
氏
を

講
師
に
城
内
を
散
策
し
た
。

会
員
ら
24
人
が
参
加
し
た
。

　

大
阪
城
外
濠
の
教
育
塔
付

近
に
集
合
し
た
参
加
者
は
、

旧
地
図
を
広
げ
な
が
ら
各
史

跡
を
見
学
。
築
城
の
経
緯
や

濠
の
規
模
な
ど
に
つ
い
て
渡

辺
氏
が
解
説
し
た
。
当
時
の

様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
な

壮
大
な
話
に
、
参
加
者
は
聞

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
と
泉

州
地
区
は
11
月
23
日
、
地
元

の
魅
力
を
再
確
認
す
べ
く
、

い
ず
み
再
発
見
ウ
オ
ー
ク
を

開
催
。
９
人
が
参
加
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

　

小
春
日
和
の
11
月
３
日
、

元
大
阪
城
天
守
閣
館
長
・
渡

辺
武
氏
の
案
内
で
城
内
を
巡

っ
た
。

　

大
坂
城
は
秀
吉
の
建
築
と

思
っ
て
い
た
が
、
そ
の
城
は

「
大
坂
冬
の
陣
・
夏
の
陣
」

で
炎
上
し
、
豊
臣
氏
の
滅
亡

石
の
城
壁
、
美
し
い
勾
配
で

連
な
る
石
垣
、
幅
広
い
濠
な

ど
、
正
に
日
本
一
の
大
阪
城

は
、
徳
川
秀
忠
・
家
光
の
時

世
に
10
年
か
け
て
再
建
し
た

も
の
で
あ
る
な
ど
、
話
題
は

驚
き
の
連
続
だ
っ
た
。

　

大
阪
城
の
見
所
は
、
巨
石

広
さ
。
深
く
て
広
い
濠
の
幅

は
70
〜
80
㍍
あ
り
、
射
程
70

㍍
ほ
ど
の
火
縄
銃
か
ら
守
る

た
め
に
つ
く
ら
れ
た
。

　

ま
た
城
は
高
く
そ
び
え
て

建
っ
て
い
る
た
め
雷
の
被
害

を
受
け
易
く
、
徳
川
再
建
天

守
閣
も
竣
工
わ
ず
か
40
年
で

　

政
府
の
社
会
保
障
審
議
会

・
医
療
保
険
部
会
は
11
月
18

日
、
子
ど
も
の
医
療
費
を
独

自
に
助
成
す
る
市
町
村
に
対

し
、
国
民
健
康
保
険
（
国

保
）
の
国
庫
負
担
を
減
額
す

る
「
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
措
置
」

の
見
直
し
に
つ
い
て
議
論
し

た
。

　

検
討
に
当
た
っ
て
、
厚
労

省
は
子
ど
も
医
療
費
助
成
の

全
国
調
査
の
結
果
を
提
示
。

未
就
学
児
で
み
た
場
合
、
全

て
の
市
町
村
が
現
物
給
付
や

償
還
払
い
で
助
成
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
小
学
生

た
。

　

当
日
は
、「
真
田
丸
」
人

気
と
外
国
人
の
観
光
ブ
ー
ム

で
少
々
混
ん
だ
が
、
晴
天
に

め
ぐ
ま
れ
郷
土
の
シ
ン
ボ
ル

大
阪
城
に
つ
い
て
学
ん
だ
楽

し
い
半
日
だ
っ
た
。

と
運
命
を
と

も
に
し
た
と

の
こ
と
。
今

あ
る
巨
大
な

中
の
70
余
年

に
わ
た
っ
て

一
大
軍
事
拠

点
に
な
っ

を
ち
り
ば
め
た
石
垣
だ
。
石

垣
は
面
が
60
㌢
四
方
ほ
ど

で
、
奥
行
１
５
０
㌢
程
度
の

石
を
積
み
あ
げ
て
い
る
。
そ

の
方
形
石
の
総
数
は
推
定
40

万
個
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

城
内
一
の
巨
石
は
「
タ
コ

石
」
で
そ
の
面
は
36
畳
分
の

落
雷
炎
上
し
た
そ
う
だ
。
以

後
、
１
９
３
１
年
（
昭
和
６

年
）
に
大
阪
市
民
の
熱
意
と

浄
財
で
再
建
さ
れ
る
ま
で
天

守
閣
の
な
い
城
だ
っ
た
。
明

治
時
代
に
は
政
府
に
よ
っ
て

付
近
一
帯
に
は
陸
軍
の
諸
施

設
が
つ
く
ら
れ
、
戦
前
・
戦

案
内
の
も
と
、
信
太
山
駅
か

ら
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
、

池
上
曽
根
遺
跡
、
葛
葉
稲
荷

神
社
を
め
ぐ
っ
た
。
弥
生
時

代
、
国
内
有
数
の
発
展
を
遂

げ
た
池
上
曽
根
遺
跡
で
は
、

再
現
さ
れ
た
竪
穴
式
住
居
な

ど
を
見
学
。
参
加
者
か
ら
は

「
弥
生
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
を

知
り
、
感
慨
深
か
っ
た
」
と

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

き
入
っ
た
。

　

23
日
に
は
、「
古
地
図
で

歩
く
大
阪
」
を
開
き
、
大
阪

案
内
人
の
西
俣
稔
氏
と
一
緒

に
、
大
阪
城
周
辺
の
幸
村
ゆ

か
り
の
地
を
た
ど
っ
た
。

　

参
加
し
た
21
人
は
、
幸
村

の
抜
け
穴
跡
が
残
る
玉
造
の

三
光
神
社
か
ら
、
幸
村
終
焉

の
地
と
い
う
天
王
寺
の
安
居

神
社
ま
で
歩
い
た
。

　

幸
村
の
出
城
跡
付
近
は
、

陸
軍
墓
地
と
な
っ
て
い
る
。

西
俣
氏
は
「
大
阪
の
歴
史
と

と
も
に
戦
争
の
悲
惨
さ
も
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。

で
は
市
町
村
の
90
％
（
通

院
）、
中
学
生
で
は
82
％

（
同
）
が
助
成
し
て
い
た
。

未
就
学
児
の
減
額
調
整
額
は

東
京
都
が
11
億
円
超
で
最

多
。
次
い
で
愛
知
・
神
奈
川

・
大
阪
と
続
い
た
。

　

渡
邊
廣
吉
委
員
（
全
国
町

村
会
行
政
委
員
会
委
員
）
は

「
廃
止
し
て
全
国
一
律
の
制

度
を
つ
く
る
べ
き
と
繰
り
返

し
訴
え
て
き
た
」
と
強
調
。

減
額
調
整
措
置
の
在
り
方
は

見
直
し
を
進
め
る
方
向
で
お

お
む
ね
一
致
し
た
も
の
の
、

負
担
の
不
公
平
さ
に
疑
問
を

示
す
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

白
川
修
二
委
員
（
健
保
連

副
会
長
）
は
医
療
費
の
増
加

に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
か
を

検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
し

た
。

　

厚
労
省
は
国
保
の
減
額
調

整
措
置
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
年
末
ま
で
に
結
論
を
得

る
と
し
て
い
る
。

　

２
０
０
６
年
４
月
１
日
か

ら
、
全
て
の
保
険
医
療
機
関

（
医
科
、
歯
科
、
調
剤
薬
局

な
ど
）
で
、
医
療
費
の
内
容

の
分
か
る
「
領
収
証
」
の
発

行
が
義
務
付
け
ら
れ
た
（
６

カ
月
の
経
過
措
置
期
間
が
設

け
ら
れ
、
完
全
実
施
は
06
年

10
月
１
日
か
ら
）。

　

さ
ら
に
10
年
４
月
１
日
か

ら
、
個
別
の
診
療
報
酬
の
算

定
項
目
の
分
か
る
「
明
細

書
」
の
発
行
が
義
務
付
け
ら

れ
た
（
一
部
の
免
除
要
件
を

満
た
す
保
険
医
療
機
関
を
除

く
）。

　

「
医
療
費
の
内
容
の
わ
か

る
領
収
証
」
は
、
診
療
項
目

別
の
点
数
の
小
計
と
、
窓
口

で
の
一
部
負
担
金
の
金
額
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。「
個
別

の
診
療
報
酬
の
算
定
項
目
の

分
か
る
明
細
書
」
は
、
診
療

項
目
別
の
個
々
の
診
療
内
容

の
正
式
名
称
が
、
点
数
や
回

数
と
と
も
に
記
載
さ
れ
て
い

る
。

　

手
書
き
カ
ル
テ
な
ど
で
明

細
書
を
発
行
で
き
な
い
場
合

は
、
近
畿
厚
生
局
指
導
監
査

課
に
届
出
を
し
た
う
え
で
、

そ
の
旨
を
院
内
に
掲
示
す
る

必
要
が
あ
る
。
掲
示
が
な
い

場
合
は
通
報
な
ど
に
よ
り
、

〝
好
ま
ざ
る
招
待
状
〞
が
届

く
こ
と
が
あ
る
の
で
、
注
意

し
て
ほ
し
い
。

左
：
池
上
曽
根
遺
跡
を
散
策

＝
11
月
23
日
、
中
：
三
光
神

社
で
幸
村
の
抜
け
穴
跡
を
見

学
＝
同
、
右
：
渡
辺
武
氏
と

大
阪
城
内
を
め
ぐ
る
参
加
者

＝
11
月
３
日

保険診療保険診療

知知っとくっとく！！
なっなっ得得！！

領
収
証
と
明
細
書

真田幸村や弥生人の足跡たどる

文化企画で歴史再発見

子
ど
も
医
療
費
助
成
を
議
論 郷

土
の
シ
ン
ボ
ル
に
驚
き

社
保
審
・
医
療
保
険
部
会

門
奈
丈
石
（
平
野
区
）

共済部からお知らせ

保険医年金・一時金保険医年金・一時金
の年内着金についての年内着金について

　保険医年金の解約一時金の年内
着金をご希望の方は、①所定の請
求書②受取人の印鑑証明書１通
（交付６カ月以内）③解約口番号
の加入者証――を完備の上、12月
19日（月）協会必着でお送りくださ
い。なお、一時金着金が年始でも
保険会社が年内に最終手配した分
（12月29日まで）は今年の所得と
なりますのでご注意ください。
　詳しくは共済部（℡06－6568－
7438）まで。

大
阪
市
北
部
、
同
東
部
、
同
南
部
地
区

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
、
泉
州
地
区　Ｎ

Ｅ
Ｗ
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Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｐ


